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り
込
み
な
ど
が
妨
げ
ら
れ
、
妊
娠
し
に

く
く
な
り
ま
す
。
た
だ
必
ず
不
妊
症
に

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
妊
娠

で
き
る
人
は
大
勢
い
ま
す
。

ー
卵
巣
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
轟
胞
の
が
ん

化
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

卵
巣
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
襲
胞
が
卵
巣
が

ん
を
合
併
す
る
率
は
年
齢
と
と
も
に
高

く
な
り
、
必
歳
以
上
で
は

4
%を
超
え

ま
す
。
ま
た
聾
胞
が
大
き
く
な
る
ほ
ど

リ
ス
ク
は
高
く
、
直
径
4
旬
以
上
に
な

っ
た
ら
注
意
が
必
要
で
す
。
嚢
胞
が
あ

る
人
は
治
療
方
針
を
主
治
医
と
よ
く
相

談
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

ー
日
ご
ろ
気
を
付
け
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

相
談
者
の
よ
う
に
お
歳
を
渇
き
て
日

常
生
活
に
支
障
を
来
す
人
や
、
月
経
痛

が
年
々
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
、
出
血
量

が
急
激
に
増
え
た
と
い
う
場
合
は
、
一

度
産
婦
人
科
を
受
診
す
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。
診
断
の
際
に
大
変
役
立
ち

ま
す
の
で
、
普
段
か
ら
月
経
の
様
子
を

把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

第
1
、
3
木
曜
日
に
掲
載
し
ま
す

H

子宮内膜症と不妊

症の関係は� 

28歳のOしです。毎月、仕事

を休むほど月経痛ガひどいので

すガ、子宮内膜症の可能性はあ

りますか。将来は子どもを産み

たいと思っています。子宮内膜

症と不妊症の関係について教え

てください。
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に
変
化
す
る
化
生
説
も
あ
り
ま
す
。

最
近
、
患
者
数
が
増
え
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
女
性
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
が
原
因
と
み
ら
れ
ま
す
。
初
経
年
齢

が
早
く
な
る
一
方
で
、
晩
婚
化
、
晩
産

化
が
進
み
、
妊
娠
に
よ
っ
て
月
経
が
中

断
さ
れ
ま
せ
ん
。
一
生
に
経
験
す
る
月

l l

コ
レ 

ト
嚢
胞
、
ま
た
子
宮
の
筋
肉
に

入
り
込
ん
だ
も
の
を
子
宮
腺
筋
症
と
呼

び
ま
す
。

ー
症
状
は
。

だ
ん
だ
ん
ひ
ど
く
な
る
月
経
痛
が
代

表
的
で
、
月
経
時
以
外
の
下
腹
部
痛
、

レ
バ 

状
の
塊
の
出
血
、
排
便
時
や
性

必
ず
し
も
不
妊
に
な
ら
ず

交
時
の
痛
み
、
腰
痛
、
頭
痛
な
ど
さ
ま


ざ
ま
で
す
。
痛
み
の
程
度
も
人
そ
れ
ぞ


れ
で
、
病
気
が
進
行
し
て
い
て
も
自
覚


症
状
が
な
い
人
も
い
ま
す
。


ー
原
因
は
。

は
っ
き
り
と
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
月
経
血
が
卵
管
を
逆
流
し
て
子
宮

内
膜
の
細
胞
が
臓
器
に
と
ど
法
掲
と
い

う
説
が
有
力
で
す
。
卵
管
が
閉
塞
し
て

い
る
人
に
も
起
こ
り
う
る
た
め
、
腹
膜

が
な
ん
ら
か
の
き
っ
か
け
で
子
宮
内
膜

ー
子
宮
内
膜
症
と
は
。

本
来
、
子
宮
の
内
側
に
し
か
で
き
な

い
子
宮
内
膜
が
、
子
宮
以
外
の
場
所
で

増
殖
、
は
く
離
を
繰
り
返
す
病
気
で
す
。

手
宮
内
膜
は
通
常
、
子
宮
の
内
側
か
ら

は
が
れ
落
ち
、
月
経
血
と
し
て
体
外
に

流
れ
出
法
す
が
、
子
宮
以
外
で
増
殖
す

る
と
腹
腔
内
に
と
ど
ま
り
、
炎
症
や
痛

み
、
癒
着
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

子
宮
内
膜
症
が
で
き
や
す
い
場
所

は
ど
こ
で
す
か
。

腹
膜
や
卵
巣
、
ダ
グ
ラ
ス
寓
と
い
わ

れ
る
子
宮
と
直
腸
の
聞
の
く
ぼ
み
で

す
。
卵
巣
に
で
き
た
も
の
を
卵
巣
チ
ョ

¥ 
¥直腸

確
定
診
断
に
は
腹
腔
鏡
検
査
で
病
変
を

確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

治
療
法
は
。

薬
物
療
法
と
手
術
療
法
が
あ
り
ま

す
。
薬
物
で
は
鎮
痛
剤
を
使
う
対
症
療

法
や
、
ホ
ル
モ
ン
剤
を
使
う
偽
妊
娠
療

法
、
偽
閉
経
療
法
、
黄
体
ホ
ル
モ
ン
療

嚢
胞
は
卵
巣
が
ん
リ
ス
ク


法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
一
長

一
短
で
再
発
し
や
す
い
の
が
難
点
で

す
。
手
術
は
腹
腔
鏡
手
術
と
開
腹
手
術

が
あ
り
ま
す
。
卵
巣
と
子
宮
を
摘
出
す

れ
ば
完
治
し
ま
す
が
、
妊
娠
と
か
か
わ

る
の
で
簡
単
に
は
い
き
ま
せ
ん。

不
妊
症
と
の
関
係
は
、

子
宮
内
膜
症
の
病
状
が
進
む
と
、
卵

管
と
卵
巣
、
子
宮
、
腸
管
な
ど
が
癒
着

を
起
こ
し
ゃ
す
く
な
り
、
卵
巣
か
ら
の

卵
子
の
放
出
、
卵
管
か
ら
の
卵
子
の
取

経
の
回
数
は
戦
前
の
叩
倍
と
も
い
わ
れ

ま
す
。
子
宮
内
膜
症
は
月
経
が
繰
り
返

さ
れ
る
た
び
に
進
行
す
る
病
気
で
す
の

で
、
リ
ス
ク
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ー
診
断
方
法
は
。

問
診
や
内
診
、
超
音
波
検
査
な
ど
で

だ
い
た
い
の
診
断
は
可
能
で
す
。
必
要

に
応
じ
て
血
液
検
査
で
腫
蕩
マ 
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